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※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

会員のネットワークを利用し、郷土史家や専門家による講演会を開催することができる。また、
様々なテーマによる郷土史の研究発表は、市民の犬山の歴史文化に対する理解と興味を喚起し
ている。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

0

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 予算の範囲内で市長が適当と認める額

補助限度額 30,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または
実績報告に基づき補助金の変更交付又は額の確定を行う

3,074

講師招聘費 85,000

補助対象経費の内訳

17,000

事務用品費 1,910

通信費 11,709

会場費 26,110

印刷費 6,308

うち補助事業全体の経費 155,500

補助金の使途

うち補助対象経費 151,111

総会費

会報誌発行費

（30,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

コロナ禍の中ではあったが、全７回の研修会を開催し、「昭和初期の犬山の観光と吉田初三郎」、
「尾張名所図会に描かれた近世の犬山」等、郷土史に関するものを中心に実施し、屋外研修では
長久手古戦場に出向き、長久手市郷土史研究会との交流を深めた。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 155,500

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

郷土の歴史・文化の研究活動と普及を目的に活動している団体に対する助成であり、補助金交
付要綱に交付団体が定められているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

犬山市は数多くの歴史資源を有し、それらの保存活用を推進するには、各資源への理解と興味
を喚起する市民への普及活動が不可欠といえる。犬山歴史研究会は郷土の歴史文化に関する
調査研究や講演活動を継続して実施しており、市がそれらの一部に助成することで、効果的に普
及啓発活動を推進することができる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
30,000 30,000 30,000 30,000

（30,000 （30,000 （30,000

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市社会教育団体育成補助金交付
要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成9年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

犬山歴史研究会 代表者名 会長　丸山和成

― 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称

犬山歴史研究会補助金
（犬山市社会教育団体育成補助金）
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※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

国の重要無形民俗文化財である犬山祭は、犬山城下で受け継がれてきた伝統と、愛知県指定民
俗文化財である車山13輌、犬山祭の原型を留める練り物が揃って初めて成立するものである。文
化財的価値を損なわない修理を実施することで、世界に誇る地域の伝統行事を毎年滞りなく実施
でき、結果的に地域の活性化にも繋がっている。

犬山祭の車山（練り物を含む）のうち、緊急の保存修理が必要なものについて交付する補助金で
あり、修理箇所（修理内容）は毎年異なるため、補助金額も変動する。
国庫及び県費補助事業として採択され、国1/2、県9/100の補助率で補助金を受けている。
令和4年度は国の特例補助金（定額補助）を活用したため、補助率が例年と異なっている。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

不明

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 国が補助対象経費と認めた経費の1/3以内（千円未満切捨）

補助限度額 予算の認められる範囲において１事業につき1,000万円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請に
基づき補助金の変更交付を行う

21,390

旅費 69,640

補助対象経費の内訳

請負費（車山屋根廻り保存修理） 4,514,400

監理料（監修委員1名） 72,800

事務経費 21,770

うち補助事業全体の経費 4,700,000

補助金の使途

うち補助対象経費 4,700,000

報償費（修理委員会委員1.5名）

（3,436,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

下本町車山の屋根廻りの保存修理

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 不明

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

国の補助事業として採択された事業に対して交付する補助金であるため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

「犬山祭の車山行事」は、その民俗的価値の高さにより、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録され、国際的な評価も受けた。犬山祭で使用
される車山や懸装品は有形文化財としての価値も高く、適切な保存修理が不可欠であるため、高
額な保存修理費の一部を市が負担することによって正しい保存活用が可能となる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
2,973,000 2,958,000 530,000 3,436,000

（2,973,000 （2,958,000 （530,000

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化財保存事業費補助金交付
要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 昭和42年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

一般社団法人犬山祭保存会（下本町） 代表者名 代表理事　石田芳弘

文化財保護法第３条 条例 －

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 犬山祭山車保存修理補助金
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補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 犬山祭伝承助成金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

一般社団法人犬山祭保存会（車山所有13町
内）

代表者名 代表理事　石田芳弘

文化財保護法第３条 条例 －

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化資源等の保存及び伝承等
助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 昭和47年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

犬山祭の伝承者（保護団体）に対する助成であり、助成金交付要綱に交付対象事業が定められ
ているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

「犬山祭の車山行事」は、その民俗的価値の高さにより、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録され、国際的な評価も受けた。祭りの継承に
は祭礼執行や年間を通した維持管理のための莫大な費用が必要であり、市がそれらの一部に助
成することで、保護団体（車山所有13町内）の負担が軽減され、文化財の確実な継承に繋がる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
3,206,003 3,466,160 5,117,773 5,850,000

（3,206,003 （3,466,160 （5,117,773 （5,850,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

コロナウイルス感染症の影響により令和４年の犬山祭は車山行事の規模・時間帯を縮小しての開催となった
が、通年にわたる用具等の点検、補修、補充を中心とした活動は継続した。また令和５年の通常版犬山祭開
催に向け、安全と感染防止を踏まえた準備を行った。
【ハード面】　１．車山の安全点検（危険箇所の取り替え補修等）　２．衣装、楽器等の必要最低限の修理・新
調　　３．車山全般の維持管理
【ソフト面】　 １．廻所場の開催　２．安全対策　３．感染防止対策

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 不明

うち補助事業全体の経費 5,493,348

補助金の使途

うち補助対象経費 5,487,949

祭礼運営費 3,206,989

車山保存費 2,260,160

補助対象経費の内訳

その他経費 20,800

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

不明

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 補助対象経費の額（但し1町あたりの限度額有）

補助限度額 5,850,000円（車山所有13町内×450,000円）

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または
実績報告に基づき補助金の変更交付または額の確定を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

犬山祭の継承には、祭礼運営や日常の車山及び用具の管理など莫大な費用が必要であり、車
山所有町内の大きな負担となっている。祭礼の運営費や用具管理の一部に助成を行うことで、世
界に誇るべき地域の伝統行事が毎年滞りなく実施できており、結果的に地域の活性化にも繋
がっている。

－

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

犬山祭は、ユネスコ無形文化遺産に登録された「山・鉾・屋台行事」の一つとして、後世への確か
な継承が求められている。保護団体である（一社）犬山祭保存会の活動資金に助成を行うこと
で、他の保護団体との情報交換などを通した祭りの伝承活動と情報発信が効果的に進められて
いる。

－

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

不明

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 補助対象経費の額

補助限度額 2,000,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または
実績報告に基づき補助金の変更交付または額の確定を行う

221,545

連合会・協議会等（３種）経費 198,680

補助対象経費の内訳

からくり町巡り 339,946

HP管理・備品・会員証経費 335,969

教育活動・祭礼費・渉外費 458,566

事務通信費 301,029

うち補助事業全体の経費 7,803,622

補助金の使途

うち補助対象経費 1,855,735

委員会費・会議費・諸会費

（2,000,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

　コロナウイルス感染症の影響により令和４年の犬山祭は車山行事の規模・時間帯を縮小しての開催となっ
たが、年間を通じて、犬山祭やからくり文化の普及のための活動を行った。令和５年度の通常版の犬山祭開
催に向け、安全と感染防止を踏まえた準備を行った。
　市内の小学校で実施したからくり体験講座や、犬山祭保存会フェイスブックを介した祭り文化の紹介などに
より、幅広い層に犬山祭の魅力を伝えた。感染症への対策を取りながら可能な範囲で他団体との情報交換も
継続し、各種の活動を徐々に再開したことにより、令和５年の犬山祭を通常版で開催する計画が具体化し、
伝統を将来へ繋ぐ道筋をつけた。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 不明

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

犬山祭の伝承者（保護団体）に対する助成であり、助成金交付要綱に交付対象事業が定められ
ているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

「犬山祭の車山行事」は、その民俗的価値の高さにより、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録され、国際的な評価も受けた。（一社）犬山
祭保存会は、全国の山車祭り保護団体と連携を取りながら祭りの保存と伝承を目的とした後継者
育成事業などの活動を推進しており、市がそれらの一部に助成することで、保護団体の負担が軽
減され、文化財の確実な継承に繋がる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
1,375,644 1,369,706 1,855,735 2,000,000

（1,375,644 （1,369,706 （1,855,735

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化文化資源等の保存及び伝
承等助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成10年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

一般社団法人犬山祭保存会 代表者名 代表理事　石田芳弘

文化財保護法第３条 条例 －

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 犬山祭保存会助成金
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※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

練り物は犬山祭の原型を留めるものであり「犬山祭の車山行事」を構成する重要な文化財であ
る。祭礼の運営費や用具管理の一部に助成を行うことで、世界に誇るべき地域の伝統行事が毎
年滞りなく実施できており、結果的に地域の活性化にも繋がっている。

－

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

不明

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 補助対象経費の額

補助限度額 150,000円（練り物所有３町内×50,000円）

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または
実績報告に基づき補助金の変更交付または額の確定を行う

4,510

その他 0

補助対象経費の内訳

うち補助事業全体の経費 4,510

補助金の使途

うち補助対象経費 4,510

祭礼運営費

（150,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

　コロナウイルス感染症の影響により令和４年の犬山祭は縮小版で開催し、練り物行列は実施し
なかったため、年間を通じた用具等の点検、維持管理を実施した。また、令和５年の練り物行列
を伴う通常版犬山祭に向け、安全と感染防止を踏まえた準備を行った。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 不明

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

犬山祭の伝承者（保護団体）に対する助成であり、助成金交付要綱に交付対象事業が定められ
ているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

「犬山祭の車山行事」は、その民俗的価値の高さにより、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる。平成28年にはユネスコ無形文化遺産にも登録され、国際的な評価も受けた。祭りの継承に
は祭礼執行や年間を通した維持管理のための莫大な費用が必要であり、市がそれらの一部に助
成することで、保護団体（練り物所有３町内）の負担が軽減され、文化財の確実な継承に繋がる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
11,767 54,840 4,510 150,000

（11,767 （54,840 （4,510

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化資源等の保存及び伝承等
助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 昭和47年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

一般社団法人犬山祭保存会（練り物所有３町
内）

代表者名 代表理事　石田芳弘

文化財保護法第３条 条例 －

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 稚児山保存助成金
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

有

円

円

無

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

専門家によるからくり操作指導は年間を通して実施され、中高生の伝統文化に親しむ機会の創
出と、文化祭等への出演による犬山のからくり文化発信につながっている。これにより若年層へ
の文化の伝承が継続的に実施されている。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

36,404

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 補助対象経費の額

補助限度額 300,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由 300,000円

220

出演経費 17,500

補助対象経費の内訳

講師等謝礼 50,000

交通出張費 211,050

修繕・備品費 24,090

うち補助事業全体の経費 379,564

補助金の使途

うち補助対象経費 302,860

事務費

（300,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

新型コロナウイルス感染症の影響によりからくり披露の機会は少なかったが、学校活動は通常通
り行うことができた。椙山大学、犬山高校、ほか複数の小中学校におけるからくり人形操作と囃子
演奏の指導、及びからくり文化振興部の部員練習はコロナ対策に心掛け実施した。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 379,564

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

犬山祭の伝承者（保護団体）に対する助成であり、助成金交付要綱に交付対象事業が定められ
ているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

犬山祭の特徴の一つは全ての車山にからくりが備えられている事であり、からくり操作の後継者
育成は祭りの伝承に不可欠といえる。犬山祭保存会からくり文化振興部が実施するからくりの振
興と普及を目的としたさまざまな活動の一部に助成することで、保護団体の負担が軽減され、文
化財の確実な継承に繋がる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
300,000 300,000 300,000 300,000

（300,000 （300,000 （300,000

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化資源等の保存及び伝承等
助成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成５年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

一般社団法人犬山祭保存会（からくり文化振
興部）

代表者名 代表理事　石田芳弘

文化財保護法第３条 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 からくり文化振興助成金
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

有

円

円

無

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 石上祭助成金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

尾張冨士石上げ祭伝承保存会 代表者名 会長　奥村良生

文化財保護法第３条 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化資源等の保存及び伝承助
成金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成１２年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

石上祭の伝承者（保護団体）に対する助成であり、助成金交付要綱に交付対象事業が定められ
ているため

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

石上祭は、いわれが民話として語り継がれてきた特徴ある祭りであり、市の無形民俗文化財にも
指定されている。祭礼運営には莫大な費用が必要であり、市がそれらの一部に助成することで、
保護団体の負担が軽減され、文化財の確実な継承に繋がる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
217,079 934,252 1,000,000 1,000,000

（217,079 （934,252 （1,000,000 （1,000,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

若干の規模の縮小はあったが、コロナウイルス感染防止ガイドラインを作成し、３年ぶりに石上げ
祭を開催した。石上げ祭を次世代への継承、保存へと繋げることができた。

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 2,184,961

うち補助事業全体の経費 2,184,961

補助金の使途

うち補助対象経費 1,492,207

祭事費 1,377,974

文具印刷費 24,275

補助対象経費の内訳

通信費 44,402

雑費 45,556

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

4,631

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 補助対象経費の額

補助限度額 1,000,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または
実績報告に基づき補助金の変更交付または額の確定を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

石上祭の運営には莫大な費用が必要であり、保護団体の大きな負担となっている。祭礼の運営
費等の一部に助成を行うことで、地域の伝統行事が毎年滞りなく実施できており、結果的に地域
の活性化にもつながっている。

平成１２～１４年度は補助額１０万円。平成１４年３月２６日に犬山市無形民俗文化財に指定され
たことに伴い、平成１５年度より補助金額を１００万円に増額。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

135



法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

有

円

円

無

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 伝統的建造物保存事業費補助金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

2件 代表者名 ―

文化財保護法第３条 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市文化財保存事業費補助金交付
要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成２２年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

当市の文化財保護として各事業を展開しているなかで、市内の伝統的建造物の保全のために、
当該建造物における保存事業費の補助金の交付は必要であり効果も十分見込めるものである。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
5,000,000 0 2,745,000 5,000,000

（5,000,000 （0 （2,445,000 （3,700,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

物件の保存修理（専念寺庫裏：床下部材の取替、長瀬家住宅：下屋屋根葺き替え）

補助事業者の会計全体の決算額（支出） ―

うち補助事業全体の経費 4,118,935

補助金の使途

うち補助対象経費 4,118,935

専念寺庫裏 2,932,915

長瀬家住宅 1,186,020

補助対象経費の内訳

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

0

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額
外観、主要構造部等に関する部分に要する経費の３分の２以
内の額

補助限度額 1件5,000,000円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請
または実績報告に基づき補助金の変更交付または額
の確定を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）
補助金を交付することにより、所有者の負担を減らし、市内の伝統的建造物の保存に繋がる。

社会資本整備総合交付金街なみ環境整備事業の対象であるため、40％の交付金が市に入る。
（都市計画課が窓口）
※令和4年度充当額　長瀬家住宅：300,000円

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

有

円

無

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 民俗文化財保存伝承事業補助金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

伏屋町内会 他14団体 代表者名 伏屋町内会代表者 他14名

文化財保護法第182条 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市民俗文化財保存伝承事業補助
金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 平成22年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

市内各地で守りつたえられてきた伝統行事の伝承にかかる経費（伝統行事等に使用する用具の
保存修理、神楽屋形等の保存修理、後継者育成）に対して補助金を交付することによって、その
保存伝承を図ることができる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
210,000 244,677 422,986 780,000

（105,000 （122,677 （211,986 （480,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

伝統行事等の後継者育成事業

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 不明

うち補助事業全体の経費 552,054

補助金の使途

うち補助対象経費 422,986

伝統行事等の後継者育成事業 422,986

補助対象経費の内訳

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

不明

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額
後継者育成事業：補助対象経費の額
用具等の保存修理又は復元新調事業：補助対象経費の額1/3

補助限度額
後継者育成事業：上限3万円
用具等の保存修理又は復元新調事業：上限50万円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請
に基づき補助金の変更交付を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

地域で継承してきた伝統行事等の保存伝承を助成することによって、犬山の民俗文化財を継続
的に保護することができる。

「地域伝統芸能等保存事業保存継承活動支援事業助成金」（一般財団法人地域創造）から本補
助金へ211,000円の助成を受けた。

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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規則等

円 円 円

円） 円） 円）

有

―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 民俗文化財復旧再開事業補助金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

― 代表者名 ―

文化財保護法第182条 条例 ―

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市民俗文化財復旧再開事業補助
金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 令和2年度 補助終了年度 未設定

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

―

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

かつて市内で継承されていたが維持が困難となり休止状態となっている伝統行事等の復旧再開
にかかる経費（伝統行事等に使用した用具の保存修理・新調・後継者育成）に対して補助金を交
付することによって、市民が地域風土に根差した暮らしを取り戻し、伝統行事等を地域資源として
活用するための礎を築く。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
― 0 0 460,000

― （0 （0 （460,000

市の補助金を使って
実施した事業の内容

―

補助事業者の会計全体の決算額（支出） ―

うち補助事業全体の経費 ―

補助金の使途

うち補助対象経費 ―

補助対象経費の内訳

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

―

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） ―

補助率、補助額
後継者育成事業：補助対象経費の額
用具等の保存修理又は復元新調事業：補助対象経費の額の1/3

補助限度額
後継者育成事業：上限3万円
用具等の保存修理又は復元新調事業：上限50万円

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請
に基づき補助金の変更交付を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）
―

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

有

円

円

無

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称 犬山市地域の伝統行事等伝承事業補助金

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

犬山市文化遺産活用推進実行委員会 代表者名 委員長　吉原範明

文化財保護法第３条 条例 －

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山市地域の伝統行事等伝承事業補
助金交付要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

公募により選定 補助開始年度 令和4年度 補助終了年度 令和4年度

関係規定

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

－

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

地域の礎である伝統行事や民俗芸能等は、新型コロナウイルス感染症の影響により、行事の開
催が中止となることで、その保存・伝承が困難になっていることから存続が危機的な状況になって
いた。この状況に対する緊急支援策として国が創設した補助金に随伴補助を行うことにより、地域
の伝統行事の再開と伝承を支援し、ひいては地域の活力につなげるものである。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
0 0 4,487,980 0

（0 （0 （4,487,980 （0

市の補助金を使って
実施した事業の内容

市内の伝統行事等の保存団体所有の神楽屋形・獅子頭・楽器等の保存修理

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 19,356,980

うち補助事業全体の経費 19,356,980

補助金の使途

うち補助対象経費 19,356,980

報償費 90,000

旅費 16,080

補助対象経費の内訳

請負費 19,216,120

役務費 4,780

需用費 30,000

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

0

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 国補助金の補助対象経費の額から国補助金の額を差引いた額

補助限度額 －

精算の有無
（変更交付）

その理由
交付決定後に事業費に変動があった場合、変更申請または実
績報告に基づき補助金の変更交付または額の確定を行う

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

犬山市域に古くから継承されている伝統行事等の用具（神楽、太鼓等）の修理・新調を支援するこ
とにより、行事等の伝承基盤の強化と地域の活性化を図ることができた。

－

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）
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法令

規則等

円 円 円 円

円） 円） 円） 円）

円

円

円

円

円

円

円

円

無

円

円

無

※令和４年度の実績に基づき作成しています。

補助金を交付して
市が得たメリット

（何がどうなったのか）

犬山城の所有者であり研究機関である犬山城白帝文庫に補助金を支出することで、特に近世以
降の犬山城及び犬山城主成瀬氏に関する調査研究や講演等による普及啓発活動を推進するこ
とができている。

―

補助事業者の会計全体の余剰額（繰越額）

補助額の算出方法

その他参考事項

補助事業者が補助金とは別に市から委託業務を請け負っているかの有無

3,286,088

うち補助事業全体の余剰額（繰越額） 0

補助率、補助額 定額　29,700,000円

補助限度額 未設定

精算の有無
（変更交付）

その理由 白帝文庫の事業展開の確保のため

2,400,000

事業人件費：学芸員（正規1、嘱託1、臨時雇用1） 8,791,960

補助対象経費の内訳

管理人件費：事務局（嘱託2） 4,111,440

事業経費 13,343,519

管理経費 3,801,196

うち補助事業全体の経費 32,448,115

補助金の使途

うち補助対象経費 32,448,115

役員報酬

（0

市の補助金を使って
実施した事業の内容

・常設展/企画展/特別展による所蔵資料の公開事業
・所蔵資料の整理、調査、修復作業及び研究紀要の発刊
・文化振興を目的とする所蔵資料の貸出事業
・講演会/古文書講座の開催　等

補助事業者の会計全体の決算額（支出） 35,284,406

特定団体への補助の理由
（公募で選定しない理由）

犬山城所有者

市が補助金を交付する
公益上の必要性

（何をどうしたいのか）

犬山城及び成瀬家伝来の美術工芸品・古文書等の調査研究を進め　歴史的資料の保存・公開
をする事業に犬山市が補助金を交付することにより、犬山の文化発展に寄与することができる。

令和２年度実績 令和３年度実績 令和４年度実績 令和５年度予算
補助金の額

（　）は一般財源の額
29,700,000 29,700,000 29,700,000 29,700,000

（0 （0 （0

犬山市補助金等交付規則 要綱
犬山城の保存及び活用等助成金交付
要綱

補助事業者の選定方法
（公募又は特定団体）

特定団体への補助 補助開始年度 平成17年度 補助終了年度 未設定

関係規定

補助金の交付を受けた
補助事業者の名称

公益財団法人　犬山城白帝文庫 代表者名 理事長　成瀬淳子

― 条例 ―

補助金の交付状況に係る調書【令和４年度交付分】

市の担当部課 教育部　歴史まちづくり課

問い合わせ先 0568-44-0354
補助金の名称

犬山城白帝文庫補助金
（犬山城費特別会計）
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